

























































































































































































































































































分　　野 各分野の科目 分野共通の科目基礎的科目 総合的科目
マーケティング分野
マネジメント分野
会計分野
ビジネス情報分野
マーケティング
商品開発と流通
観光ビジネス
ビジネス・マネジメント
グローバル経済
ビジネス法規
簿記
財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ
原価計算
管理会計
情報処理
ソフトウェア活用
プログラミング
ネットワーク活用
ネットワーク管理
ビジネス基礎＊
ビジネス・コミュ
ニケーション
課題研究＊
総合実践
＊は、商業に関する学科における原則履修科目を表す。
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　「ビジネス基礎」、「課題研究」、「総合実践」及び「ビジネス・コミュニケーション」については、
分野共通の科目とするとともに、その中の「ビジネス基礎」、「ビジネス・コミュニケーショ
ン」は基礎的科目、「課題研究」、「総合実践」は総合的科目とした。
ア　分野共通
　ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担うことができる力
を育成することとした。学習活動の例は、次のとおりである。
　○　各種メディアの情報を活用するなどして経済社会の動向を捉える。
　○　商業の各分野に関する適切な課題を設定し、主体的かつ協働的に取り組む。
　○　職業や業務に関して、地域や産業界等と連携して具体的な実務について理解を深める。
　○　実務に即して知識、技術などを総合的に活用する。
　○　コミュニケーションに関する知識、技術などを様々な学習活動の中で活用する。
イ　マーケティング分野
　効果的にマーケティングを展開する力及び顧客を理解し、マーケティングの考え方を踏ま
えてビジネスを展開する力を育成することとした。学習活動の例は、次のとおりである。
　○　マーケティングの動向・課題を捉える。
　○　具体的な事例について多面的・多角的に分析し、考察や討論を行う。
　○　理論を実験などにより確認する。
　○　科学的な根拠に基づいてマーケティング計画を立案して提案などを行う。
ウ　マネジメント分野
　経済社会の動向や法規などを踏まえて経営資源を最適に組み合わせてビジネスを展開する
力を育成することとした。学習活動の例は、次のとおりである。
　○　適切なマネジメントの重要性について企業の社会的責任や企業倫理との関連から捉え
る。
　○　マネジメントに関する具体的な事例について多面的・多角的に分析し、考察や討論を
行う。
　○　具体的な課題を設定し、科学的な根拠に基づいて、ビジネスアイデアなどを考案する。
　○　経営資源を効果的に活用した事業計画を立案して提案などを行う。
エ　会計分野
　企業会計に関する法規と基準に基づき適正な会計処理を行い、利害関係者（ステークホル
ダー）に会計情報を提供する力及び会計情報をビジネスに効果的に活用する力を育成するこ
ととした。学習活動の例は、次のとおりである。
　○　実務に即した例題に取り組む。
　○　会計処理の方法などについて考察や討論を行う。
　○　取引の記録と財務諸表の作成の方法について考察や討論を行う。
　○　企業の経営判断に関する具体的な事例について、企業に及ぼす影響を会計的側面から
分析し、考察や討論を行う。
オ　ビジネス情報分野
　適切な情報を提供する力及び情報や情報技術をビジネスに効果的に活用する力を育成する
こととした。学習活動の例は、次のとおりである。
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　○　企業における情報の管理と活用に関する具体的な事例について多面的・多角的に分析
し、考察や討論を行う。
　○　表現の方法や伝え方などの工夫について考察や討論を行う。
　○　企業において情報を扱う具体的な場面を想定した実習を行う。
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